
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和４年度 滋賀県がん診療連携協議会 第１回相談支援部会 

開 催 日 時 令和４年７月４日（月） 

開 催 方 法 Zoomによるweb開催 

出 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院         山内 智香子 

大津赤十字病院          塘 賢二郎 

市立長浜病院           田久保 康隆 

滋賀医科大学医学部附属病院    田中 哲志 

大津赤十字病院          琴 順華 

滋賀県立総合病院         岡村 理 

公立甲賀病院           岡本 直子 

彦根市立病院           藤井 滋生 

市立長浜病院           片桐 麻理子 

高島市民病院           大塚 初美 

市立大津市民病院         難波 紀代子 

淡海医療センター         谷 由紀子 

済生会滋賀県病院         山田 寿美 

長浜赤十字病院          福永 佳子 

東近江総合医療センター      打越 智子 

公益社団法人 滋賀県看護協会    初田 聡美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   菊井 津多子 

滋賀県健康医療福祉部       藤田 恭子 

滋賀県立総合病院         米澤 寿裕 

【事務局】 

滋賀県立総合病院           渡部 賢太（※敬称略・網掛けの方は今年度より新規） 

欠 席 者 近江八幡市立総合医療センター   木本 美由紀 

一般社団法人 滋賀県医師会     重永 博 

一般社団法人 滋賀県歯科医師会   黒岩 敏彦 

一般社団法人 滋賀県薬剤師会    田中 聡美 

一般社団法人 滋賀県歯科衛生士会  吉田 なおみ 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   須藤 恵子 

議 事 概 要 【審議事項】  

１．令和４年度 相談支援部会の取組みについて 

部会の目標となる令和４年度の取り組み計画として、PDCAチェックリストとアクション

プランシートを活用していく。まず、PDCAチェックリストについては、昨年度から継続し

てPlan（計画）を「がん相談窓口取組み実施状況の充実」、Do（実行）を「各体制の確保、

各支援の実施」に設定する。次に、アクションプランシートについては、こちらも昨年度

から継続し、「がん相談後のアンケート」や「がん相談支援センターPDCA実施状況チェッ

クリスト共通項目」を活用し、施設の評価を引き続き行っていく。 

なお、今年度の相談支援部会は２回開催予定で、開催方法については新型コロナウィル

スの感染拡大状況を見ながら柔軟に対応していきたい。 

          

２．「滋賀の療養情報」の更新、プレス発表について 

「滋賀の療養情報」の更新について、次版「第10版」の作成にかかるワーキンググルー

プは、昨年のメンバーを主体とし、都合の悪い方については個別に対応することとして調

整を図りたい。また、内容については、前版作成時と大きな変更点が無い模様であること、



 

コロナウィルス禍の中、集合して検討することが困難であることから、「第10版」につい

てはメール連絡等により、前版をベースに加筆・修正を行って対応する方向で進めたい。 

プレス発表については、「滋賀の療養情報」の認知度向上のための方法として、「マスメ

ディアの活用」というご意見をいただいていた。今年度は節目の「第10版」の発行のため

プレス発表を行いたい。 

 

【報告事項・情報共有事項】 

３．「滋賀の療養情報」の配布方法の実践状況確認と今後の予定  

「滋賀の療養情報」については毎年改訂を行っており、2019年に行われた「がん患者ア

ンケート調査」では、療養情報の情報源としての認知度が6.0%という結果であり、患者さ

んの手元に届いておらず、あまり活用していただけていないという結果が出ている。そこ

で、昨年度ワーキンググループにおいて「滋賀の療養情報」の認知度向上のための配布方

法を整理し、第2回相談支援部会で示した。 

今回、事前に、示した配布方法をどれだけ実践しているか確認する15項目のアンケート

を行った。その結果、半分以上の医療機関で実践できている項目はNo.１、８、９、11で

医療者への周知や院内での設置に係る項目。一方、ほとんどの医療機関が実践できていな

い項目はNo.３、７、12、14、15。No.３、７は患者さんへの手渡しによるもの、No.12、1

4、15は情報として発信するものとなっている。 

 全体的に医療機関によって実践状況にばらつきがあるため、実践できている項目が少な

い医療機関については実践できるよう取組みをお願いしたい。実践状況については、第2

回の部会でも確認させていただく。 

 

４．相談支援センター等におけるコロナウィルス感染症に関する影響及び対応について

のアンケート結果報告  

アンケートの結果をとりまとめたので、各病院の対応や事業の制限等について参考にし

てほしい。令和３年度と令和２年度の相談件数を比較すると半数の7医療機関が増加して

おり、増加の兆しが見られる。ただ、コロナ前の令和元年度と比較すると、ほとんどの医

療機関（10医療機関）が下回っており、まだまだ元通りになったとは言えない状況。 

          

５．令和４年度がん相談支援センター等がん相談窓口の体制、PDCA実施状況チェックリ

スト  

令和４年度がん相談支援センター等がん相談窓口の体制については、相談対応の人員が

昨年度67名だったが、今年度は63名と４名減となった。 

 PDCA 実施状況チェックリストについては、各病院にて自己評価を行っていただいた。

全体的にほぼ取組みができており、少しずつ改善が進んでいるという結果となっている。

      

６．令和３年度がん相談後アンケート結果 

対象13施設中８施設から102件の回答があった。相談の結果については、大多数の方か

ら「お話しを聞いていただき、的確なアドバイスをいただいたので今後の希望がでてき

た。」「お話を聞いていただいただけでも心が落ち着きました。これからの治療のこと、経

済的なこと、長期間かかると言うことがわかり付き合っていこうと思いました。」など、

役に立ったとの支持をいただいた。また、「患者の回復状況等、参考になるものお願いい

たします。」との意見もあった。 

がん相談後のアンケートは回収数はあまり芳しくないが、アクションプランの指標のひ

とつでもあり、相談者の生の声を反映するものであるため今後も継続していきたいと考え

ている。 

         

７．令和３年度セカンドオピニオン受け入れ紹介状況について  

前年度と比較し、受け入れ状況は155件から159件の微増、紹介状況は269件から302件の

増加となっている。 

受け入れ状況の対象疾患については、後腹膜・腹膜腫瘍が57件と最も多く、肺がん15



 

件、膵がん12件と続いている。 

 

８．第18回 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 情報提供・相談支援部会（202

2年5月26日開催）報告について 

滋賀県立総合病院岡村部会員から協議内容や報告事項について情報提供。  

（１）がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針および次期基本計画策定に向けての

提案書をワーキンググループが作成した。提案書には緩和ケアの地域連携の強化、相談支

援センターの院内広報・教育、相談員の配置増、医師の配置、情報提供・情報支援のため

のガイドライン等の資材の支援センターへの配置について対策案が記載されている。 

厚生労働省に提出しており、次期の指針、基本計画に盛り込まれるよう期待している。 

（２）各都道府県がん診療連携協議会の部会における取組について共有した。島根県、

愛媛県の取組みが報告された。 

（３）がんと診断されて間もない人への情報資材について、ワーキンググループで作成

した。 

 （４）昨年度近畿で開催された地域相談支援フォーラムの報告を行った。 

 

９．今年度の取組みについて  

 滋賀県健康医療福祉部藤田部会員から「今年度事業について」、「令和４年度予算（滋賀

県のがん対策の概要）」について以下のとおり報告があった。 

 今年度の事業については、「滋賀県がん患者調査事業」、「滋賀県治療と仕事の両立支援

事業所調査事業」、「がん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業」、「がん患者のアピアラン

スサポート事業」等を実施する。「がん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業」について

は、温存後生殖補助医療が新たに助成の対象となり、「がん患者のアピアランスサポート

事業」については、６市町（彦根市、守山市、野洲市、高島市、日野町、豊郷町）が助成

開始予定。 

 令和４年度予算については、県が実施している事業の一覧を整理したので参考にしてい

ただきたい。 

 

10．がん情報サービス がんの冊子「がんと診断されたあなたに知ってほしいこと」に

ついて   

 コンセプトを伝えるために動画を作成した。主治医から患者さんに手渡しし、補助的な

役割として滋賀の療養情報も一緒に手渡ししていただけたらと考えている。医師に働きか

けるために診療支援部会でも紹介したので、各施設でご利用いただきたい。 

 また、患者さんのためだけでなく、冊子を使うことで医療者同士コミュニケーションを

とりやすくしメリットを感じてもらうのが一番の目標となっている。 

          

11．その他報告事項 

（１）がん患者サロンWelcomeの開催について 

  滋賀県がん患者団体連絡協議会菊井部会員より以下のとおり報告があった。 

病院内のがん患者サロン開催は困難のため、病院外のがん患者サロンWelcomeを7/

1に開催した。日曜日にも開催予定のため、対象患者さんがいれば各施設から紹介お

願いしたい。 

高島市民病院では毎月火曜日に院内の患者さん向けにがん患者サロンを開催する 

ことになった。基本的には集合開催だが、オンラインも活用して開催していきたい。 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                        令和 ４年 ７月 ４日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   相談支援部会 部会長  山内 智香子 


